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自動帳票作成の概要

特定のクラスターにデータを「あらかじめ挿入した」入力帳票を、自動で作成します。

（日報や検査表に入力する「指図書（指示書）」の内容等を、現場で転記する必要がなくなります）

帳票定義ID：XXXX
オーダ―No. ABC12345
製造No. XYZ0000012345
Lot No. LoT2404_001
機械 No. FMC001

データが挿入されている
入力前帳票が100セット完成

帳票定義ID：XXXXを元に
自動帳票作成を行うデータを

100セット用意

上位システム ConMas Server

CSV

データが挿入される
クラスター

作業者が現場で
入力するクラスター

帳票定義ID：XXXX

自動帳票作成のイメージ



©CIMTOPS Corporation

自動帳票作成 設定方法
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機能設定はConMas Designer、クラスターに挿入するデータの処理はConMas Managerをベースに行います。

手順は以下の通りです。

① 機能を使用する設定
 （ConMas Designer）

② クラスター挿入用ファイルの作成
 （ConMas Managerをベース）

③ 自動帳票作成の実行
 （ConMas Managerをベース）

■ 講習会では、ベーシックな操作手順をご案内しております。より詳細な内容は、サポートWEBの資料をご確認ください。

 「ConMas Manager 自動帳票作成 操作説明書」

https://cimtops-support.com/i-Reporter/ir_manuals/jp/manager/AutomaticDocumentCreation_jp.pdf

自動帳票作成 設定概要
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はじめに 使用する帳票定義

ハンズオンで使用する帳票定義を開いてください

【帳票定義名称】 「修理報告書_帳票コピー機能XX」（XXは、アプリのログインで入力するID/パスワードに記載の2ケタの数字）

【保存場所】 公開済み＞活用編＞帳票コピーハンズオン＞修理報告書_帳票コピー機能XX
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設定①-1 機能の設定：自動帳票作成の機能を有効にする

「帳票定義情報設定」タブから、「外部システム連携」の「自動帳票作成」を「する」に変更します。

 ※ 帳票定義の新規作成時、自動帳票作成は無効になっています。この機能を使う場合は、必ず設定してください。

ConMas Designerで帳票定義を開き、

「帳票定義情報設定」タブをクリック
「帳票定義情報設定」タブ内の該当箇所

（画面を一番下までスクロール後、下から2項目）
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値を挿入するクラスターに、データを取り込むための設定を行います。

 データを挿入するクラスター上で右クリックし、「外部システム連携一括設定」から「外部連携する」を選択します。

  ※ SHIFTキー＋左クリックを行うことで、対象のクラスターを複数選択できます。

「編集可」「編集不可」の違い

 挿入したデータを「タブレット上で編集できない」ようにしたい場合は、

 「編集不可」を選択します（講習時の操作は、各自ご判断ください）。

右クリックメニューの内容

設定①-2 機能の設定：値を挿入するクラスターの設定

① 対象のクラスターを選択
して右クリック

② 「外部システム連携一括設定」
 ＞「外部連携する」の順に選択

講習時の操作

 「担当者」「社員」「委託」「メーカー名」の

 各クラスター（上図の赤点線部）に設定します。
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入力パラメーター設定画面からも、設定が可能です。

 入力パラメーター設定画面下部の「連携可否」にある「連携する」にチェックを入れます。

 （設定状況の確認も、入力パラメーター設定画面で行えます）

値を挿入するクラスターのパラメーター設定画面

設定①-2 機能の設定：値を挿入するクラスターの設定
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ConMas Managerの「自動帳票作成」タブから、挿入操作時に使用するファイルのひな形をダウンロードします。

 自動帳票作成に対応可能な帳票定義が表示されます。ひな形をダウンロードしたい帳票定義にチェックを入れます。

設定② クラスターに値を挿入するファイルの作成

② 対象の帳票定義に
チェック

① 「自動帳票作成」
 メニューをクリック
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① チェックの入力
 （前ページご参照）

② 出力するファイル形式の
 ボタンをクリック

設定② クラスターに値を挿入するファイルの作成

帳票定義の「自動帳票作成用CSV/XMLファイル（定義ファイル）」をダウンロードします。

 画面上部のオレンジ色のボタンのうちいずれかをクリックして、ファイルをダウンロードします。

講習時の操作

 「簡易CSV」をクリックします。ダウンロード後、ファイルを開いてください。
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自動帳票作成用CSV/XMLファイル（定義ファイル）にクラスターに挿入する値を入力します。

 定義ファイルには、「外部連携」設定を行ったクラスターについて、クラスターに挿入する値を入力するフィールドが用意されて

います。それぞれのクラスターに差し込むデータ（入力値）を、クラスター種別に合わせた書式で入力します。

設定② クラスターに値を挿入するファイルの作成

例：外部連携設定をシート番号1の4つのクラスターに設定した場合

インデックス3 インデックス4

インデックス8

インデックス5

シート番号1

定義ファイルのイメージ

ヘッダ列 帳票定義ID* 入力値（差し込むデータを入力）

S:シート番号
C:クラスターインデックス
【例】「S1C3」＝シート1/インデックス3

*帳票定義IDは、選択する帳票定義ごとに異なります。
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設定② ハンズオン時に行う内容

クラスター種別に対応する書式で入力します。

クラスター種別 入力する内容

S1C3 キーボードテキスト 任意の文字列

S1C4 チェック

S1C5 チェック

S1C8 単一選択
「AAA社」「BBB社」「CCC社」のいずれか

（クラスターに設定した選択肢の「値」）

どちらかに半角大文字で「TRUE」

講習時の操作

 「S1C3」 「S1C4」 「S1C5」 「S1C8」 に、下表を参考に

 値を入力してください。入力後、ファイルを上書き保存します。

入力後の定義ファイルのイメージ

入力値と書式

 入力値の書式は、クラスター種別に合わせる必要があります。

 例：「年月日クラスター」の場合、「yyyy/MM/dd」

 ※ 詳しくは、サポートWEBのマニュアルをご参照ください。
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設定② クラスターに値を挿入するファイルの作成（補足）

複数の自動帳票作成処理を行う場合は、定義ファイルにレコードを追加します。

 1つの定義ファイル内に、処理を行う複数のレコードを入力する事で、複数の入力帳票を生成できます。

 ※ 1行（1レコード）につき、ひとつの帳票が生成されます。

  ヘッダ列は各レコード共「R」を入力します。

帳票定義ID「123」に対し、自動帳票作成で2つの入力帳票を生成する際の入力内容

ヘッダは
R

担当者名は「目黒 あい」
チェックは「社員」
メーカー名は「AAA社」
の場合の入力内容

定義IDは
123

担当者名は「刈谷 志夢」
チェックは「委託」
メーカー名は「BBB社」
の場合の入力内容
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② 「次へ」ボタンをクリック

① 対象の帳票定義のチェックボックスに
チェックを入力

設定③ 自動帳票作成の実行

ConMas Managerから定義ファイルを取り込みます。

 ConMas Managerの「自動帳票作成」タブで、使用する帳票定義のチェックボックスにチェックを入力します。

 その後、画面右上にある「次へ」をクリックします。
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設定③ 自動帳票作成の実行

以下の①～③の順に、定義ファイルの登録準備を行います

② 「ファイルを選択」から
 作成した定義ファイルを
 選択

① 「ファイル形式」で
 「CSV_SIMPLE」
 を選択

③ 「確認」を
 クリック

講習時の操作

 ファイル形式は「CSV_SIMPLE」を選択します（他の形式を選択するとエラーになりますので、ご注意ください）。
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ファイルエラー時の表示

 定義ファイルにエラーがある場合、「エラー確認」と表示

され、下のような画像が表示されます。この場合は定義

ファイルを修正し、再度取り込み操作を行ってください。

 エラーが1件でもあると、実行されません。

② 「自動帳票作成」を
 クリック

① ファイルにエラーがない場合、
 その旨のメッセージが表示

設定③ 自動帳票作成の実行

エラーチェックの結果が表示され、正常であれば取り込み処理を行います。

 内容が正しい場合、エラーなしのメッセージが表示されます。続いて「自動帳票作成」ボタンをクリックします。
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設定③ 自動帳票作成の実行

正しく作成された場合は「自動帳票作成が正常に行われました。」と表示されます。

自動帳票作成が異常終了した場合、入力帳票は全く作成されません。
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ハンズオン（機能の確認）/補足
前ページまでの設定を行った後、以下の操作で機能を確認します
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手順 データ挿入済の入力帳票を開く

i-Reporterアプリで「入力前」をタップし、サーバーで処理が終わっている入力帳票を開いて確認します。

 ここでは「自動ラベル」が反映され、挿入したデータが反映されたラベルが表示されます（下記の*印）

① 「入力前」をタップ

② 帳票定義名称の
 ラベル*をタップ

④ 自動帳票作成で生成された入力
帳票が表示されるので、タップ

アプリ画面右側のプレビュー下にある
「この帳票を編集する」をタップして、

入力帳票を確認。

目黒 あい

③ 挿入したデータが反映
 されたラベル*をタップ

* 「自動ラベル」の設定内容が反映されます。

目黒 あい
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補足：複数の帳票定義に自動帳票作成を行う場合

1つの定義ファイルに、複数の帳票定義のデータを設定する事が可能です。

 各々の帳票定義で 「連携する」設定を行ったクラスターを反映した定義ファイルが、出力されます。

複数の帳票定義を選択した場合の

定義ファイルのイメージ
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改訂履歴

日付 バージョン 記載ページ 改訂内容

2018-07-01 Rev 1.0.0 -- 初版を発行しました。

2018-11-19 Rev 1.0.1 2ページ 自動帳票作成についての紹介内容を差し替えました。

2019-04-15 Rev 1.1.0 -- タイトルを「活用編」に変更しました。

2019-10-16 Rev.1.2.0 -- 講習会の説明内容に合わせて修正を行いました。

2020-11-30 Rev.1.3.0 -- 説明文の表現を全体的に見直しました。

2022-11-15 Rev.1.4.0 -- 説明文の表現を全体的に見直しました。

2024-04-22 Rev.2.0.0 -- 全体の構成を見直しました。
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